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成田空港における航空ネットワークのさらなる拡充と既存路線の増強に向けて、
航空会社への着陸料割引制度である「成田ハブ化促進インセンティブ」を2019年4月から拡充した。

発着枠に比較的余裕がある朝時間帯の就航を優遇するほか、
従来の割引率や割引年数も拡大し、その成果が出始めている。

インセンティブ制度を拡充

「朝発ボーナス」の導入等で新規就航が増加

　成田空港では2019年4月から、「成田ハブ化促進イ
ンセンティブ」を拡充し、航空ネットワークのさらなる
拡充と既存路線の増強へ向けた取り組みを強化して
いる。2015年度から2018年度までにおける「成田ハブ
化促進インセンティブ」は、既存路線の増便や機材大
型化を図るための「増量割引」と、新たな航空会社の
成田空港への乗り入れや、成田空港から新たな地点へ
の就航を図るための「ネットワーク拡充割引」からなる
もので、2018年度までに国際線77路線、国内線11路
線の新規就航をもたらすなど大きな効果を発揮した。
　本年4月から拡充した新制度では、「増量割引」を
継続しつつ、成田空港の強みである航空ネットワーク
の多様性をさらに進めるため、従来の「ネットワーク
拡充割引」で実施してきた新規就航に対するインセン
ティブを拡充した。具体的には、新規就航に対する割
引率の拡大および割引年数を2年間から3年間に延長
したことと、「朝発ボーナス」の導入が新制度の目玉で、

「ネットワーク拡充割引」の名称もわかりやすく「新規
就航割引」に変更した。
　「朝発ボーナス」は、発着枠に比較的余裕がある朝
の時間帯の出発便を増やし、お客さまの利便性を高め
るのが狙い。国際線は6：00〜8：59、国内線は6：00〜
7：59の出発便を対象に、成田空港から新規路線の場
合は着陸料を3年間無料、その航空会社にとって新規
路線の場合は3年間半額にする仕組みで航空会社の
朝時間帯就航を後押しする。

早朝発なら現地滞在時間がより有効に

　早朝に成田空港を出発すると、お客さまにとっては
旅先での滞在時間を長くとれるメリットがある。本年4
月からの導入後、朝発ボーナスにおいて国際線適用第
1号となったのは、Spring Japanが4月25日から就航し
た寧波線。さらに、ベトジェットエアが7月12日からホー
チミンシティ線を朝時間帯に新規就航するなど、制度
導入の効果が出てきている。
　今後、国内線でも、「朝発ボーナス」による路線拡充
が期待されており、お客さまへの利用促進キャンペー
ンとして、5月17日から7月21日の間で「朝ナリタ」を実
施した。「朝ナリタ」では、早朝便を運航するジェットス
ター・ジャパンやSpring Japanをはじめ、京成電鉄、
京成バスなど関係7社が連携し、通常よりもさらに割
安なセール運賃の提供や航空券のプレゼントなどのほ
か、第3ターミナル国内線出発サテライトで早朝便をご
利用されるお客さまに無料でドリンクなどを提供する
キャンペーンや、国内空港初となるバゲージ施設内で
のスペシャルライブも開催した。
　冬期スケジュール期初時点における成田空港からの
就航都市数は、海外118都市、国内22都市に達している
が、2019〜2021年度のNAAグループ中期経営計画で
は、2021年度末までに、海外135都市以上、国内27都
市以上とする目標を掲げており、新たなインセンティブ
制度も最大限に活用して、その目標達成につなげていく。
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